
（ 6）2 0 2 4 年（令和 6 年）7 月 1 0 日（水曜日）（第三種郵便物認可）

　
最
初
の
報
告
者
・
山
田
秀

樹
氏
（
大
阪
家
庭
裁
判
所
・

参
与
員
）
は
「
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
か
ら
見
た
『
鹿
威

し
』
の
価
値
―
反
社
会
的
勢

力
か
ら
の
予
防
対
策
の
進
め

方
―
」
と
題
し
、
田
畑
に
来

る
鳥
獣
を
追
い
払
う
た
め
の

装
置
で
あ
る
「
鹿
威
し
（
し

し
お
ど
し
）
」
に
な
ぞ
ら
え

て
、
企
業
や
住
民
に
不
当
な

要
求
を
突
き
付
け
る
反
社
会

的
勢
力
を
防
止
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
を
論
じ
た
。
そ
の
中

で
、
山
田
氏
は
１
９
９
１
年

５
月
、
与
野
党
挙
げ
て
の
賛

成
で
成
立
し
た
「
暴
力
団
対

策
法
」
の
適
用
を
通
じ
て
、

不
当
な
要
求
に
対
し
各
企
業

が
独
自
で
強
力
な
「
鹿
威

し
」
を
設
け
る
か
、
実
際
に

生
じ
た
案
件
の
状
況
に
応
じ

て
そ
の
時
々
に
対
処
す
る
か

の
選
択
が
必
要
だ
と
し
た
。

ま
た
、
全
国
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
・
警
察
庁
組

織
犯
罪
対
策
部
発
行
の
２
０

１
７
年
版
「
企
業
暴
力
の
現

状
と
対
策
」
掲
載
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、
現
状
で

は
、
旧
態
依
然
と
し
て
暴
力

団
の
不
当
要
求
に
対
応
し
て

い
る
企
業
が
あ
る
と
い
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
全
回
答
し
た

３
２
１
０
社
の
う
ち
89
社
が

暴
力
団
か
ら
の
不
当
要
求
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

内
容
を
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に
山
田
氏
は
、
２
０

２
３
年
版
同
誌
の
「
特
定
企

業
を
対
象
と
し
た
反
社
会
的

勢
力
と
の
関
係
遮
断
に
関
す

る
も
の
」
の
内
容
を
細
か
く

検
討
し
、
不
当
要
求
に
応
じ

た
理
由
か
ら
考
え
ら
れ
る
問

題
点
を
精
査
し
て
、
今
後
の

課
題
と
し
て
暴
力
団
対
策
法

施
行
時
の
機
運
を
取
り
戻
す

こ
と
が
大
切
だ
と
結
ん
だ
。

　
次
に
、
松
永
光
雄
氏
（
東

洋
大
学
）
が
「
観
光
法
政
策

に
よ
る
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
―
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

る
地
域
振
興
―
」
と
題
し
報

告
し
た
。
近
時
危
惧
さ
れ
て

い
る
地
方
消
滅
リ
ス
ク
、
す

な
わ
ち
２
０
２
０
年
か
ら
50

年
ま
で
の
30
年
間
で
全
国
市

町
村
の
40
％
を
超
え
る
７
４

４
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
点
に
着
目
。
こ

の
地
方
消
滅
リ
ス
ク
に
対
処

す
る
た
め
の
体
験
型
の
観
光

に
よ
る
地
方
振
興
策
と
し

て
、
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹

介
し
た
。

　
日
本
各
地
に
は
多
く
の
地

酒
や
酒
蔵
が
存
在
し
て
お

り
、
近
時
海
外
を
中
心
に
吟

醸
酒
が
人
気
と
な
っ
て
い

る
。
各
地
で

純
米
大
吟
醸

酒
に
代
表
さ

れ
る
高
品
質

で
個
性
的
な

日
本
酒
の
開

発
・
製
造
が

行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
「
酒
蔵
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
に
注
目
。
酒
蔵
と

自
治
体
等
の
連
携
に
よ
る
酒

蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

が
全
国
で
16
団
体
設
立
さ
れ

て
お
り
（
16
年
３
月
現

在
）
、
酒
蔵
は
ま
さ
に
観
光

資
源
に
な
っ
て
い
る
と
し

た
。

　
観
光
立
国
を
目
指
す
日
本

で
、
観
光
産
業
は
地
域
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
た
め
重
要
な

役
割
を
持
つ
た
め
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
法
律
が
観

光
立
国
推
進
基
本
法
だ
と
し

た
。
政
府
は
観
光
立
国
推
進

に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
は
か
る

た
め
、
「
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
政

府
が
講
ず
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
回
復
戦
略
の
一
つ
と
し
て

「
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
松
永
氏
は
こ
の
酒
蔵
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
各
地
域
の
歴

史
、
伝
統
、
自
然
に
応
じ
た

形
で
、
疲
弊
し
た
地
域
を
立

ち
直
ら
せ
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
結
ん
だ
。

　
続
い
て
、
山
川
雅
行
氏

（
大
阪
観
光
大
学
）
が
「
ホ

テ
ル
業
界
に
お
け
る
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
向
上
―
経
営
力
強

化
の
課
題
と
対
策
―
」
と
題

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
り
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ

れ
た
ホ
テ
ル
業
界
に
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
向
上
を
呼
び
か
け

た
。
ホ
テ
ル
業
界
を
含
む
観

光
産
業
は
日
本
に
お
け
る
成

長
産
業
の
一
つ
と
数
え
ら
れ

て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消

費
は
、
19
年
に
４
・
６
兆
円

を
超
え
る
規
模
と
な
り
、
日

本
経
済
に
対
す
る
影
響
力
も

そ
の
比
重
を
増
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延

に
よ
り
、
20
年
に
は
大
き
く

落
ち
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
日
本
の
「
旅
館
・
ホ
テ

ル
市
場
」
は
18
年
５
・
２
兆

円
で
過
去
最
高
を
示
す
が
、

そ
の
後
、
急
落
し
、
20
年
に

は
２
・
９
兆
円
に
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
23

年
３
月
、
コ
ロ
ナ
が
感
染
法

上
の
位
置
づ
け
が
第
二
類
か

ら
第
五
類
に
変
更
さ
れ
終
息

の
兆
し
を
見
せ
始
め
る
と
、

22
年
度
は
３
・
４
兆
円
で
あ

っ
た
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
市

場
」
は
、
23
年
10
月
の
時
点

で
23
年
通
期
で
は
４
・
９
兆

円
と
試
算
さ
れ
、
急
速
に
回

復
。
山
川
氏
は
こ
れ
を
も
っ

て
「
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
的
状

況
を
完
全
に
脱
し
た
」
と
評

価
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
、
24

年
に
史
上
最
多
の
３
３
１
０

万
人
に
な
る
と
の
見
込
み
を

発
表
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
は
急
速
に
回
復
、
大
幅
な

増
益
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
同
氏
は
、
ホ
テ
ル

業
界
全
体
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
論
じ
る
と
と
も
に
、
ホ
テ

ル
企
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
事

例
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
。

ま
ず
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
意

義
を
明
確
に
説
明
し
た
上

で
、
個
々
の
ホ
テ
ル
企
業
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に
つ

い
て
は
「
想
定
外
を
想
定
す

る
経
営
力
」
を
持
つ
こ
と
だ

と
し
、
ホ
テ
ル
業
界
全
体
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

運
営
方
式
別
、
す
な
わ
ち
、

所
有
直
営
方
式
、
リ
ー
ス
方

式
、
Ｍ
Ｃ
型
、
Ｆ
Ｃ
型
に
分

類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
た
。

　
以
上
の
考
察
を
経
た
上

で
、
同
氏
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

向
上
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
論
じ
た
。
ま
ず
、
人
手
不

足
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
阻
害

要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
①
人
口
減
少
社

会
に
よ
る
人
手
不
足
②
働
き

方
改
革
に
よ
る
人
手
不
足
③

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
１
３
０
万

円
の
壁
に
よ
る
人
手
不
足
④

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
の
低
さ
と
継

続
運
用
の
た
め
の
人
材
不
足

―
の
四
つ
に
分
類
し
て
説

明
。
経
営
力
強
化
の
対
策
に

つ
い
て
も
、
①
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
経
営
力
強
化
②
ブ

ラ
ン
ド
力
の
強
化
③
生
産
性

向
上
に
よ
る
収
益
最
大
化
―

の
３
項
目
に
分
類
し
て
論
点

を
整
理
し
、
最
後
に
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
事
例
研
究
と
し
て

「
ラ
ッ
ク
ホ
テ
ル
㈱
」
の
事

例
を
報
告
し
た
。

　
次
に
、
松
下
義
行
氏
（
元

関
西
国
際
大
学
）
が
「
持
続

的
危
機
へ
の
対
応
―
飲
食
業

で
の
『
コ
ロ
ナ
禍
危
機
』
対

応
実
例
―
」
と
題
し
て
講

演
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業

存
亡
の
危
機
に
際
し
、
「
何

を
、
ど
う
守
る
か
」
を
早

く
、
か
つ
、
明
確
に
決
断

し
、
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
対

応
に
よ
っ
て
危
機
が
ウ
ェ
ル

・
ビ
ー
イ
ン
グ
を
も
た
ら
し

た
実
例
と
し
て
、
自
ら
社
外

取
締
役
を
し
て
い
る
玄
品
グ

ル
ー
プ
の
㈱
関
門
海
（
東
証

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
上
場
）

を
紹
介
し
た
。

　
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

飲
食
業
の
危
機
の
状
況
を
要

約
し
た
後
、
研
究
の
対
象
と

し
た
関
門
海
の
企
業
概
要
を

報
告
。
こ
の
会
社
は
１
９
８

０
年
に
ト
ラ
フ
グ
料
理
店
と

し
て
創
業
し
、
企
業
理
念
と

し
て
「
人
を
育
て
、
愛
に
満

ち
た
社
会
を
創
造
す
る
」
を

掲
げ
て
い
る
。
２
０
０
５
年

に
は
東
証
第
二
部
に
上
場

（
現
在
は
東
証
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
市
場
）
、
従
業
員
は
現
在

１
４
８
人
、
直
営
店
50
店

（
う
ち
海
外
は
１
店
）
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
は
30
店
、

売
り
上
げ
は
年
間
約
45
億

円
、
資
本
金
は
11
億
５
０
０

０
万
円
だ
っ
た
が
、
大
幅
減

資
を
行
っ
て
現
在
１
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
開
門
海
の
コ
ロ
ナ
危

機
へ
の
主
な
対
応
と
し
て
、

①
基
本
方
針
の
決
定
②
対
応

資
金
の
確
保
③
ス
テ
ー
ク
ホ

ー
ル
ダ
ー
の
理
解
と
信
頼
の

確
保
④
従
業
員
の
出
向
・
派

遣
、
教
育
等
⑤
新
規
事
業
や

新
商
品
の
開
発
促
進
⑥
運
営

経
費
の
節
減
―
を
挙
げ
た
。

こ
の
よ
う
な
対
応
の
成
果
と

し
て
、
例
え
ば
出
向
先
で
他

業
種
の
人
と
一
緒
に
働
き
、

多
く
の
「
学
び
」
を
得
た

り
、
ス
キ
ル
や
自
主
性
が
大

き
く
向
上
す
る
な
ど
従
業
員

の
成
長
が
見
ら
れ
、
株
主
の

信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

株
主
離
れ
も
な
く
株
価
も
大

き
な
変
動
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
上
、
商
品
の
外
部

販
売
拡
大
で
顧
客
の
評
価
と

知
名
度
が
高
く
な
り
新
規
の

受
注
が
増
加
、
来
店
客
数
も

増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
さ

ら
に
何
よ
り
も
大
き
な
効
果

と
し
て
は
社
内
の
一
体
性
の

高
ま
り
を
挙
げ
た
。
困
難
な

危
機
を
一
致
団
結
し
て
乗
越

え
た
こ
と
で
、
会
社
へ
の
帰

属
意
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
な

る
業
績
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
述
べ
た
。

　
飲
食
業
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ

禍
の
危
機
は
事
業
存
亡
の
危

機
で
あ
り
、
難
し
い
対
応
を

強
い
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
克

服
し
好
機
に
し
た
の
は
、
経

営
ト
ッ
プ
の
確
固
た
る
決
断

と
実
行
力
、
加
え
て
明
る
い

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
「
人
間
力
」

が
決
め
手
だ
っ
た
と
し
た
。

ま
た
、
従
業
員
の
生
活
を
守

り
、
一
致
団
結
し
て
困
難
を

乗
り
切
っ
た
こ
と
で
、
従
業

員
の
会
社
へ
の
信
頼
・
関
門

海
で
働
く
幸
せ
、
ウ
ェ
ル
・

ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
現
し
た
と

結
ん
だ
。

　
最
後
に
会
長
・
戸
出
正
夫

氏
は
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
Ｓ

Ｒ
Ｍ
学
会
の
発
展
と
各
位
の

健
勝
を
祈
念
し
て
全
国
大
会

を
終
了
し
た
。

飲
食
業
の
コ
ロ
ナ
禍
危
機
対
応
実
例
も
紹
介

亀井氏 上田氏

山田氏 桑原氏

山川氏 松永氏

松下氏

Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会

２
０
２
４
年
度
全
国
大
会

地
域・企
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で
研
究
報
告

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
、
理
事
長
・
上
田
和
勇
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
は
６
月

１
日
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
大
会
議
室
で
今
年
度
の
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
全
国
大
会
担
当
常
務
理
事
・
松

下
義
行
氏
の
歓
迎
の
言
葉
に
引
き
続
き
、
上
田
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
。
副
理
事
長
・
亀
井
弘
明
事
務
局
長
（
日
新
火

災
）
の
総
合
司
会
の
下
、
理
事
・
評
議
員
会
に
引
き
続
き
会
員
総
会
が
開
か
れ
た
。
総
会
で
は
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
収
支
報
告
、
桑
原
典
子
氏
（
新
理
事
・
監
事
）
の
会
計
監
査
報
告
の
後
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
等
が
承
認

さ
れ
、
最
後
に
役
員
の
改
選
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
会
長
に
は
戸
出
正
夫
氏
、
理
事
長
に
は
上
田
和
勇
氏
、
副
理
事

長
・
事
務
局
長
に
は
亀
井
弘
明
氏
、
評
議
員
会
長
に
は
平
岡
豁
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
留
任
、
新
常
務
理
事
に
松
永
光
雄
氏

（
東
洋
大
学
）
、
新
理
事
に
桑
原
典
子
氏
（
欣
辰
日
本
語
学
校
）
、
中
居
芳
紀
氏
（
元
実
践
女
子
大
学
）
、
山
川
雅
行

氏
（
大
阪
観
光
大
学
）
、
渡
邊
容
子
氏
（
明
治
大
学
）
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
亀
井
事
務
局
長
の
司
会
に
よ
り
、

４
氏
に
よ
る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。


